
































































































（Keith Jackson, ＂The Abolition of the New Zealand 
Upper House of Parliament＂, Lawrence D.Longley 
and David M.Olson, ed., Two Into One-The Politics 
and Processes of National Legislative Cameral 










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































室委員会の報告書（1 Report of New Zealands 








































































































































































































































































全体 男 女 年（1－24）（2－4）（－44）（4－4）（－） 都市 農村
賛成 2 2 2 　2 21 21 2  2 2
反対  4 4 　2  4 41 4  
知らない
無 回 答
 2 41 　2 42  0 21 4 
（サンプル：男－1000名、女－1000名、1歳以上、1年月2日および日実施）



























































































































































































































































































































































































































The New Zealand Legislative Council:A Study of 
Establishment,Failure and Abolition of an Upper 

































































































































































































































ができるように思われる (Ibid., pp.212-21 )。
７．おわりに
ニュージーランドにおける上院廃止、つまり
二院制から一院制への転換は多くの興味深い事
例を我々に提供してくれた。結局、この国家の
上院は、英国の植民地から出発した歴史的経緯
もあって、最初から“不幸な存在”であった。
一般に植民地の場合、下院は植民地住民の利益
代表の場であるのに対して、上院は本国の利益
保護の立場に立つことが多い。ニュージーラン
ドでも、上院を任命制としたのには、そうした
事情が背景にあったものと推測される。
ニュージーランドの上院は英国の貴族院を模
倣したものであった。ただ、ニュージーランド
においては、貴族政治は定着しなかった。この
国家では、民主主義の発展に応じて、そうした
任命制に基づく上院が国民の批判の対象となり、
その存在意義がしだいに薄れていったのは、歴
史の流れの中では、ある意味で自然なことであ
る。ニュージーランドの上院廃止もそのような、
状況の中で位置づける必要がある。
それから、ニュージーランドにおいて、二院
制から一院制議へと転換できた要因として、同
国の人口が41万千人と少なく、政治改革が
他の国家に比べて容易であるという点も無視で
きない。実際、同国では10年代に選挙制度
をはじめ多くの政治改革が実施されている。巷
でいわれているように、10年の上院廃止も
経済的合理性からだけではなく、非民主的でか
つ非合理的な任命制の上院の衰退そのものに原
因があったといってよいだろう。
またすでに述べたように、ニュージーランド
は世界に先駆けて、いち早く女性の政治参加を
認めた民主的国家として知られており、さらに
重要なことは先住民のマオリ族に対して、特
別につのマオリ選挙区を設け、分離して彼ら
の議席を保証していることも指摘しておきたい。
なお、最近のニュースによれば、ニュージーラ
ンド政府は、200年月2日、先住民マオリ
との間で、北島中部の森林返還要求や過去の借
地料など、４億NZドル相当の補償支払いに合
意した、という。これは、英国とマオリとの間
で、140年に調印されたワイタンギ条約に基
― 1 ―
専修大学社会科学年報第 44 号
づく措置であって、これまで条約無視の土地収
用が行われ、マオリ側からの請求が相次いでい
た。そこで政府は10年以降、そのたびに補
償を支払うなどをしてきたが、今回の補償額は
過去最高である。ちなみに、マオリ人口は41
万千人の中で約14.4％の約2万千人を占め
ている（『世界年鑑　200年版』、20頁）。〈未
完〉
